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患者：63 歳，男性  
主訴：腹痛，嘔気  
既往歴：心筋梗塞，糖尿病  
現病歴：食道胃接合部癌 (61 歳時 )に対して，胃全摘+
脾 摘 +D2 リ ン パ 節 郭 清 + 腹 腔 内 温 熱 化 学 療 法 （
Hyperthermic Intraperitoneal chemotherapy:HIPEC ）（
pT4aN3M0 Stage Ⅲ C 90 × 90mm Type4 moderately 
differentiated tubular adenocarcinoma） (術後補助化学療
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で保存的加療目的に入院となった．  
入院時現症：身長 175.8cm，体重 68.5kg，BMI 22.1，




























図 3．腹部造影 CT 検査所見（水平断） 
 






















っていた（図 5）．  
病理組織学的検査所見： (colon, partial resection – 
Tubular adenocarcinoma, metastatic, compatible with 
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図 5．結腸切除標本写真  
 
図 7．切除胃(HE 染色) 
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発 19.7 ヶ月，晩期転移再発 15.3 ヶ月と，再発までの
期間が長いと切除率は高く，生存期間の延長が期待さ







中 の リ ン パ 管 切 断 に よ る リ ン パ 管 内 癌 細 胞 の
implantation による転移機序について報告しているが，
いずれも推察の域を出ない．  
自験例は胃癌術後 2 年 2 ヶ月での再発であり，太田
ら [3]の分類に当てはめると中期転移再発となる．手術
で R0 切除を行えたとしても，早期に腹膜播種再発を
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